
アイコンチックな感じにしたい

竹を活かし、竹に生かされる。

そんな魅力的でサステナブルな集合住宅を、舞鶴の竹林のふもとに建てました。

京都府舞鶴市の○○を対象敷地とする。全国的にも竹林が多い京都府の中で、
最も放置竹林面積が多い舞鶴市。竹による被害が後を絶たず、行政も放置竹
林の処理に手を焼いているのが現状である。

そこで本案では、竹の製材加工場を有した集合住宅を竹林の麓に設計する。

放置竹林問題を快方へと導きながら「竹」に新たな価値を吹き込み、
地域へ還元していく。
人びとの暮らしと竹とが共生する、サステナブルな循環が生まれていく。

―舞鶴湾を望み、竹と共に暮らす―

① ② ③ ④

裏山の放置竹林
から運搬活用

2~３ヵ月軒下で
自然乾燥

熱湯 or 直接過熱により
余分な水分・油分を除去

窯を用いた竹炭、竹材の加
工、竹細工のための製材

１．竹の採集 ２．水抜き ３．油抜き ４．加工・製材
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加工場 集合住宅

竹工房

竹の商品を地域へ
そして日本へ

｜竹の魅力を世に発信する魅力的なプラットホーム

土の恒温性により夏は涼しい

竹加工場の熱を活かす

加工場の熱と日光の熱を
竹で保温し温度差換気

竹の保温により、熱を保つ
冷たい冬風を遮蔽

熱

二段目の
住宅へ風を流す

海風 低い地中温度

高い地中温度

通風

山風

土の恒温性により夏は暖かい冬季

夏季

高い外気温

ベンチュリー効果による通風

竹の膜が断熱材
となり冬は暖かい

低い外気温

竹の膜が断熱材
となり夏は涼しい

窯の熱で温められる

×・製造時の CO２排出量が少ない。
・成長速度が木材の１０倍程早い。

・抗菌、消臭、保温、断熱効果
・柔らかく光を反射させる

・高い曲げ強度
・節のリズム感などの意匠性

近年 「竹建築」 は持続可能な建築として注目されている

｜サステナブルで豊富な植物

快適性
｜快適な住空間を創生するポテンシャル

｜しなやかで優美な曲線建材
価値

SDGs

２つの機能を組み合わせた、

竹を介したサステナブルな暮らし

｜想定する住人 ｜使われ方

・林業従事者

・竹炭職人

・舞鶴の移住者

・単身

・学生

・地域住民　　など

加工場

〇放置林問題の解消

〇放置林を竹炭などに
　加工することで、収
　入を得る【詳細 04】

集合住宅

〇コミュニティの拡大

〇竹加工工程で生じる
　熱源を利用した環境
　負荷低減【詳細 03】

→加工場の恩恵を受ける、 竹に囲まれた快適な住空間

→竹林問題を快方へと導きながら、 人と竹が共生することが

できる暮らしのサイクルを創生する

住戸４ 住戸５

住戸６
住戸７

工房

住戸１
住戸２

広場

住戸３

各住戸は海に向かって開いている

集合住宅を見渡せる敷地北側に位置
する多目的ホール。竹灯りプロジェ
クト等のイベント時の拠点となる。

住戸の傍で竹職人たちの通り
道、竹の置き場が共存する

竹を用いた土留めをは
じめとし、竹に囲まれ
た暮らしが広がる。

竹炭造りや竹細工など、竹
を用いたワークショップを
かまどの傍で行い賑わう

夏季には海から山に向
かって風が吹き込む

周辺住民や居住者が竹を介して
コミュニティを広げていく動線

竹の小径1FL

±0

2FL

3FL

１. 竹林

２. 水抜き場

３. 油抜き窯場

４. 製材 ・ 加工場

搬出

製材スペース

配置図 S=1:400

N

居間兼台所

竹職人の通り道

住戸詳細 1階平面図 S=1:200 住戸詳細 2階平面図 S=1:200

書斎

居住者共有スペース

竹居間

和室

脱衣所浴室

A’

A

A’

A

A-A’ 断面図 S=1:200

竹ルーバーに障子を張る
暖かい光が居間を包み込む

竹の加工で生じる暖かい空気が
北側へ通り抜けてる

土の恒温性により 1 年を通
して快適な住空間が生まれる

居住者共有
スペース

居間兼台所
竹居間

玄関

書斎

Ⅴ　周辺敷地図兼配置図 Ⅵ　平面図

Ⅶ　断面図

Ⅰ　自然素材「竹」を選定した理由 Ⅱ　竹の製材加工場を有した集合住宅

Ⅲ　環境設計 Ⅳ　スキーム図

舞鶴の共竹居

京都府北端、柔らかな波と穏やかな時間につつまれる” 海の京都” 舞鶴は、府内最大の放置竹林を抱え、竹害を被っている地域の一つである。

そこに、竹の製材加工所を有した集合住宅を設計し、竹害問題を快方へと導きながら人と竹が共生することができる暮らしのサイクルを新たに創生する。

竹を活かし、竹に生かされる。魅力的でサステナブルな集合住宅の提案1000

200m50

１FL　広場より北側を見上げる

２FL　住戸 7の前、共用部より西側を臨む

住戸４の内部、吹抜より竹の曲面を眺める


